
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,860 単位時間 90 単位時間 90 単位時間 240 単位時間 0 単位時間 180 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

280 人 38 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： - -
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ -

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 7

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

7

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 2

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 150

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

240

うち必修授業時数 330

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 180

主な就職先、業界などについては、チーム(プロ・アマ)・スポーツ関連団体・企業、施設・福祉介護施設や民間企業・一般企業など多岐にわたる

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
http://www.riseisha.ac.jp/

92
■進学者数 0
■その他

アルバイト、内部進学

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,860

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 330

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和6年度卒業生）

22
■地元就職者数 (F) 19
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

86

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 24
■就職希望者数 (D)　　　　　： 22
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
本学科は教育基本法及び学校教育法ならびに関係諸法令に従い、文化・教養専門課程を設置し、その理論と実技を授け活力のある人材を育成し、社会環境の向上に寄
与し、もって人類の福祉に貢献する人物の養成を目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

本学科は、スポーツ・健康産業において必要とされるアスレティックトレーナー、パーソナルトレーナー、フィットネスインストラクター、そして,バスケットボール・水泳etcの指
導者を養成している。取得可能な資格は、日本スポーツ協会認定アスレティックトレーナー、健康運動実践指導者、バスケットボール、水泳etcのコーチ資格です。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養専門課程
スポーツ学科

(ライフ・フィットネストレーナー
平成 7(1995)年度 - 平成29(2017)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和7年7月31日

532-0024

06-6305-6592
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　履正社 大正11年4月1日 釜谷　等 大阪市淀川区十三本町3-4-21
532-0024

06-6353-6592

履正社国際医療スポーツ専
門学校

平成10年4月1日 池尾　忠思 大阪市淀川区十三本町3-4-21

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養



種別

②

③

③

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

池尾　忠思 履正社国際医療スポーツ専門学校　校長
内部委員

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（6月、10月）

（開催日時（実績））
第１回　令和6年5月21日  18:00～
第２回　令和6年9月17日　18：00～

大江　信一郎 履正社国際医療スポーツ専門学校　副校長
内部委員

山口　宗明 履正社国際医療スポーツ専門学校　スポーツGM
内部委員

照屋　博康 履正社国際医療スポーツ専門学校　スポーツGM
内部委員

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

本学科の授業内容及びカリキュラム策定の基本方針において、本校に入学してくる半数以上の生徒は、高校で体育系の部
活動を経験しており、その大半が部活動での負傷が原因で継続を断念したり、周囲で同様の事例を見聞したことのきっか
けが動機になり、入学してくる。我が国の高校部活やクラブチームでは、国家免許を所有した専門的な治療家、トレーナー
が少なく、資格を有さない者が未熟な処置、トレーニングで選手に影響を与える事は少なくない。現場からも専門家派遣の
要請が多く、そのような社会の需要に応えるべく、企業等と連携し、特色的な授業内容とカリキュラムを策定する。具体的に
は、生徒が目指す高校部活動へトレーナーとして派遣している接骨院、　スポーツ整形クリニックでの、臨地研修や体験研
修の実施、就職斡旋など、本人達が目指すべき姿を実際に観察させる。また、当該分野にて活躍活動をしている講師や実
習先指導者、卒業生の勤務先院長などと、普段から連絡を密にし、情報の交換を行う。将来に向けて、スポーツ振興が活
発になり、スポーツ外傷によるケガも増加すると見込んでいる。　スポーツ種目は年々、また月ごとに変化しているので、そ
の患者にうまく対応できる、同じ種目経験者の派遣要請や、就職紹介などにも応え、今後増加する社会の変化や要請を教
育に落とし込んでいく。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

学校組織図（文化教養専門課程）校務分掌の中に、独立した外部委員会として位置付けた。
カリキュラム編成大綱化が導入され以降、建学の理念の基づく学校の特色や方針を授業に反映させているが、教育課程編
成委員会を独立した組織と定義し、今後は企業（スポーツ関連機関など）の声や意見を取り入れ、スポーツ産業の変革に適
応できるよう、カリキュラムを編成していきたい。具体的にはスポーツ学科担当教員による週例会議でカリキュラム編成会
議を実施し学科長会議を経て教育課程編成会議にて議論を行う。最終は校長・教頭会議で決裁される

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

梅原　哲朗 株式会社Toughrit
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（2年）

令和7年7月31日現在

和田　竜三郎 株式会社ストークス
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（2年）

名　前 所　　　属 任期

西脇　雅人 大阪工業大学
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（2年）

淺村　典正 履正社国際医療スポーツ専門学校　スポーツGM
内部委員

竹中　宏 履正社国際医療スポーツ専門学校　事務長
内部委員

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成会議の中で委員の先生方から「仕事に対するイメージが無いまま就職してしまうと、早期に離職するケースが
多い為、学生時代からの積極的なインターンシップへの参加は、卒業後に即戦力として働くには非常に重要なことである」と
いう貴重な意見を踏まえて、長期のインターンシップを授業の一環として取り入れることや今よりも更に企業の方々と連携を
取りながら実技・実習に関する内容の授業を積極的に行うようにカリキュラムの見直しを図る。



科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

連携している企業の方より実際の現場で必要な知識・技術を伝授していただく。また、業界の現状を享受し必要なトレーニ
ングプログラムやコーチングテクニックを実戦形式で身に付くように指導を受ける。学期末には企業の先生方より学習評価
を受ける。担当教員と企業より派遣していただいた講師の先生および企業スタッフの方と綿密に打ち合わせを行う。授業実
施期間中は、学生の熟達度や授業進捗状況の打ち合わせを行い、学生の熟達状況に応じて臨機応変に授業内容の変更
も行う。

株式会社ティップネス

トレーニング実技Ⅱ 身体運動塾

フィットネスマネジメン
ト論

株式会社Ｔｏｕｇｈｒｉｔ

身体運動塾

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
本校では、スポーツ業界において必要とされる知識・技術に加え社会人としての礼儀作法の習得を目指した職業教育の実
施を目的としている。スポーツトレーナー・パーソナルトレーナ－とかかわりの深いﾄﾚｰﾅｰ業界フィットネス業界、また競技系
スポーツチームと連携し実践的な職業教育を行う。卒業後、各現場にて即戦力となる人材を養成するにあたり、授業開始前
に担当教員と綿密に打ち合わせを行い、授業内容の決定だけでなく、履修学生の学修状況や性格、得意不得意などの学
生情報を共有した後に授業を行っていただくようにしている。授業においては、専門的な知識の習得は勿論のこと、コミュニ
ケーション能力やプレゼンテーション能力の養成も行っている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

幼児体育実践 日本こどもフィットネス協会

ＣＦＳＣ

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

ファンクショナルトレーニングの哲
学、理論、実技を習得する

フィットネス業界の現状を知り、今
後の業界発展のために、どのよう
なマネジメントが必要なのか？を
ディスカッション方式で学び、就職
後の企画運営力を高める

キッドビクスプログラムの中の根幹
であるアクティビティ・プレイ＆
フィットネスエクササイズについ
て、自身でプログラムを体感し、子
どもたちへのフィットネスエクササ
イズプログラム作成の基礎を学ぶ

ラダーやミニハードル、バランス
ボールなどのフィットネス器具を用
い、理論を交え使用方法を学び、
クライアントにデモンストレーション
できる力を養う。また、個々にあっ
たトレーニングプログラムを作成で
きる力を身につける

筋肉の機能・関節の構造からト
レーニング指導の基本を習得し、
ウェイトトレーニングのフォーム・重
さ・回数・セット数・テンポなどの変
数の違いやシステムによる効果の
違いを実践を通して学ぶ

トレーニング実技Ⅰ

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

国内外の有名な講師が集まり、最新の理論や実践的なトレーニングを直接学べる貴重な2日間。実技セッ
ションや交流の時間もあり、指導者・研究者・学生など、さまざまな立場の人たちとつながれ、S&Cに関わる
方の研修会となる。

R7.10.5～R8.1.18 対象： 専任教員

協会のアドバンストトレーナー認定講師として養成セミナーを実施できる認定講師育成セミナーである。

②指導力の修得・向上のための研修等

ヨガのアーサナー（ポーズ）や指導方法などを深めるヨガインストラクターの養成講座である。全3か月間、
200時間の学びを実施する。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

RYT200よりヨガのアーサナー（ポーズ）の種類を多く学び、指導方法など習得し、RYTヨガインストラクター
の養成講座を開校できるセミナーである。全6か月間、300時間の学びを実施する。

コアコンディショニング　A級講師養成セミナー 連携企業等： 日本コアコンディショニング協会

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

本校が定めている、教員に対する研修に係る諸規定に準じ、業団（日本スポーツ協会や日本水泳連盟など）が開催する講
習会、学会、研修会に積極的に参加し、現場の応用技術や臨床知識を修得すると同時に、業界の活動や変化を俊敏に捉
え、現場と教育が乖離しないように教育に反映させる。

全米ヨガアライアンス協会　RTY300 連携企業等： 全米ヨガアライアンス協会

R7.6.3～12.19 対象： 専任教員

全米ヨガアライアンス協会　RTY200　(再受講) 連携企業等： 全米ヨガアライアンス協会

R7.3.11～5.29 対象： 専任教員

健康運動指導士更新必須講座 連携企業等： 健康・体力づくり事業財団

R7.9.27 対象： 専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

健康・体力づくりに関わる国の施策や制度について、修得しておくべき新しい概念等を学ぶことを目的する
講習会

S＆Cカンファレンス2025 連携企業等： NSCA-JAPAN

R.8.2.21～2.22 対象： 専任教員



種別

業界委員

企業委員

業界委員

業界委員

学識有識
者

業界委員

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.riseisha.ac.jp/disclosure/
公表時期： 令和6年11月28日

やなぎ整形外科クリニック
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

中谷　功 なかたに鍼灸整骨院
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

清行　康邦 公益社団法人　全日本鍼灸学会
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

萩原　嘉彦 ハギーコーポレーション
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

野柳　俊英

安村　亮 ラックヘルスケア株式会社
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

川上　晃司 スポーツインテリジェンス株式会社
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）教育成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者としてトレーナー業界、医療関係者の企業様と共に学校関係者評価委員会を設置し当該専門科目における実
務に関する知見を活かして、教育目標や教育環境等について評価し、その結果を次年度の教育活動及び学校運営改善の
参考とする。学校関係者評価は「私立学校専門学校等評価機構　専門学校等評価基準」の評価項目を使用して実施した。
自己点検・自己評価の結果を基に「専門学校における学校評価ガイドライン」に則り実施することを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況
本委員会において、企業から参画された委員の意見は以下の内容であった。
医療とスポーツを融合した教育方針は理解できるが、職業実践教育においては即戦力が期待されているので、今後この部
分の強化が期待される。また、職能教育のみならず、人格育成やスポーツ・医療に携わるにふさわしい人材教育も必要で
あると意見があった。
職業実践教育及び即戦力に対して、学外での実習において、十分な時間の確保及び質の向上に努めている。
人材育成においては、入学直後に新入生一泊研修制度を導入し、人格教育及び社会人たるにふさわしい研修を入学初期
段階で実施している。
最後に委員の意見を学校全体に照らしてみると、これまで若年層を主として対象としていたスポーツの概念をシニア世代の
予防運動や体操なども含め、高齢者の特徴や疾病事故の予防医学の観点を教育に反映し、今後は改善を進めて参りた
い。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和7年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 -
（１１）国際交流 -



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://www.riseisha.ac.jp/
公表時期： 令和7年7月31日

（１１）その他 -
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 情報公開（財務）
（９）学校評価 情報公開（学校関係者評価）
（１０）国際連携の状況 -

（５）様々な教育活動・教育環境 十三キャンパス
（６）学生の生活支援 学生の一日、就職先・キャリアアップ
（７）学生納付金・修学支援 納付金のご案内

（２）各学科等の教育 スポーツ学科
（３）教職員 先生紹介
（４）キャリア教育・実践的職業教育 体験型学習のススメ

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
入学者の多くが、将来スポーツ関係に従事したいと考えており、実習概要や校外研修要項を作成し、情報提供として企業
等の学校関係者に随時説明を行っている。
また、就職先や実習先の指導者には、入学者の動機や将来希望する専門分野を説明し、出来る範囲でそのような症例や
ケースに遭遇できる機会の確保を要請している

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校案内

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 ○
ビジネスマ
ナー

社会人が企業で働く上で身に付けている事
が望ましいマナーを模擬演習形式で学ぶ

１
前

30 2 ○ ○ ○ ○

2 ○
ホ ー ム ル ー
ム

個別面談を定期的に実施し、学生個々の生
活状況を把握するとともに、実習や就職指
導も並行して行う。

１
２
通

120 - ○ ○

3 ○
ホ ー ム ル ー
ム

進路指導、学級経営を行い。楽しく過ごせ
る環境を作る。

１
２
前

120 - ○ ○

4 ○
サ ー ビ ス 接
遇マナー

社会人としての最低限のマナーを身に付
け、ﾋﾞｼﾞﾈｽの現場で接遇として表現できる
ようにする。

１
前
期

30 2 ○ ○ ○

5 ○
ビ ジ ネ ス 実
務マナー

社会人常識を身につけると同時に、就職・
編入のための面接対策を意識しての授業を
実施。

1
後
期

30 2 ○ ○ ○

6 ○
キ ャ リ ア デ
ザインⅠ

社会の第一線で活躍している方々の体験
談、キャリア形成についての講義、グルー
プワークを通じて、学校生活で学ぶべきこ
とと社会で働く意義や関連性を考え、今後
の自らのキャリアを考えるきっかけを作
る。

１
前

30 2 ○ ○ ○

7 ○
キ ャ リ ア デ
ザインⅡ

卒業後の展望をある程度明確にし、そのた
めに行わなければならない学生生活を自ら
デザインする

１
後

30 2 ○ ○ ○

8 ○ ゼミ
グループごとに研究課題を決め、アクティ
ブラーニングによって問題解決力・思考
力・行動力を養うことを目的とする

２
後

60 4 ○ ○ ○ ○

9 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナーⅠ

ビジネスで用いられるマナーやエチケット
などを模擬演習形式で行う

1
前

30 2 ○ ○ ○ ○

10 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナーⅡ

ビジネスで用いられるマナーやエチケット
などを模擬演習形式で行う

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

11 ○
応 接 マ ナ ー
Ⅰ

ビジネスで用いられる対人に対する応接マ
ナーを演習形式で学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○ ○

12 ○
応 接 マ ナ ー
Ⅱ

ビジネスで用いられる対人に対する応接マ
ナーを演習形式で学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○ ○

13 ○
キ ャ リ ア デ
ザインⅠ

自分の仕事人生のプランを自ら設計し決定
する ための方策を学ぶ。

1
前

60 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程 スポーツ学科 (ライフ・フィットネストレーナーコース)）
分類
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学
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授
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時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
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連
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14 ○
ホ ー ム ル ー
ム

個別面談を定期的に実施し、学生個々の生
活状況を把握するとともに、実習や就職指
導も並行して行う。

12
通

120 - ○ ○

15 ○
イ ベ ン ト 運
営法Ⅰ

小学生と女子高校生を対象に年2回開催す
るｲﾍﾞﾝﾄを企画から運営までを行う。

1
前

30 2 ○ ○ ○

16 ○
イ ベ ン ト 運
営法Ⅱ

小学生と女子高校生を対象に年2回開催す
るｲﾍﾞﾝﾄを企画から運営までを行う。

1
後

30 2 ○ ○ ○

17 ○
パ ソ コ ン 実
習

ワード・エクセル・パワーポイントの基礎
的な使用方法を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

18 ○
キ ャ リ ア デ
ザインⅠ

自分の仕事人生のプランを自ら設計し決定
する ための方策を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

19 ○
キ ャ リ ア デ
ザインⅡ

自分の仕事人生のプランを自ら設計し決定
する ための方策を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

20 ○ ゼミ
グループごとに研究課題を決め、アクティ
ブラーニングによって問題解決力・思考
力・行動力を養うことを目的とする

２
後

30 2 ○ ○ ○

21 ○
日 本 語 表 現
Ⅰ

日本語の文章等を文字によって表記するた
めの系統的な方法についてまなび、小論文
等で自分の考えを表現できるようにする。

２
前

30 2 ○ ○ ○

22 ○
日 本 語 表 現
Ⅱ

自ら意見をまとめるうえで必要となる情報
を主体的に収集し、課題解決に取り組む姿
勢を身に付ける。また、自身でテーマを取
り上げ、そのテーマに対しての論文作成を
実践する

２
後

30 2 ○ ○ ○

23 ○
公 務 員 試 験
講座

公務員試験受験のための対策授業。
２
後

30 2 ○ ○ ○

24 ○ 実践英語Ⅰ
英語の読み・書きを中心に基礎から応用ま
で学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

25 ○ 実践英語Ⅱ
英語の読み・書きを中心に基礎から応用ま
で学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

26 ○ 英会話Ⅰ
英会話の基礎から応用まで学び、実践でき
るようになる。

1
前

30 2 ○ ○ ○

27 ○ 英会話Ⅱ
英会話の基礎から応用まで学び、実践でき
るようになる。

1
後

30 2 ○ ○ ○

28 ○
パ ソ コ ン 基
礎Ⅰ

パソコンを用いて文書作成や表計算が行え
るようになる。

1
前

30 2 ○ ○ ○
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29 ○
パ ソ コ ン 基
礎Ⅱ

パソコンを用いて文書作成や表計算、プレ
ゼン資料作成を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

30 ○
パ ソ コ ン 応
用Ⅰ

パソコンを用いて文書作成や表計算が行え
るようになる。

2
前

30 2 ○ ○ ○

31 ○
パ ソ コ ン 応
用Ⅱ

パソコンを用いて文書作成や表計算、プレ
ゼン資料作成を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

32 ○
パ ソ コ ン 応
用Ⅲ

パソコンを用いて文書作成や表計算、プレ
ゼン資料作成を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

33 ○
パ ソ コ ン 応
用Ⅳ

パソコンを用いて文書作成や表計算、プレ
ゼン資料作成を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

34 ○
ビ ジ ネ ス 電
話講座Ⅰ

ビジネスで用いる電話応対について学ぶ
1
前

30 2 ○ ○ ○

35 ○
ビ ジ ネ ス 電
話講座Ⅱ

ビジネスで用いる電話応対について学ぶ
2
前

30 2 ○ ○ ○

36 ○
ビ ジ ネ ス 文
書講座Ⅰ

ビジネス文章の作成における注意点・マ
ナーについて学ぶ

1
後

30 2 ○ ○ ○

37 ○
ビ ジ ネ ス 文
書講座Ⅱ

ビジネス文章の作成における注意点・マ
ナーについて学ぶ

2
後

30 2 ○ ○ ○

38 ○ 秘書講座Ⅰ 多岐に渡る秘書業務に関する知識を学ぶ
12
前

30 2 ○ ○ ○

39 ○ 秘書講座Ⅱ 多岐に渡る秘書業務に関する知識を学ぶ
12
後

30 2 ○ ○ ○

40 ○
ビ ジ ネ ス 実
務講座Ⅰ

ビジネスにおける実務マナーについて学ぶ
12
前

30 2 ○ ○ ○

41 ○
ビ ジ ネ ス 実
務講座Ⅱ

ビジネスにおける実務マナーについて学ぶ
12
後

30 2 ○ ○ ○

42 ○
キ ャ リ ア デ
ザインⅡ

自分の仕事人生のプランを自ら設計し決定
する ための方策を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

43 ○
ビ デ オ 編 集
法Ⅰ

ビデオカメラで撮影した動画の編集法を学
ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○
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44 ○
ビ デ オ 編 集
法Ⅱ

ビデオカメラで撮影した動画の編集法を学
ぶ

1
後

30 2 ○ ○ ○

45 ○
ビ デ オ 編 集
法Ⅲ

ビデオカメラで撮影した動画の編集法を学
ぶ

2
前

30 2 ○ ○ ○

46 ○
ビ デ オ 編 集
法Ⅳ

ビデオカメラで撮影した動画の編集法を学
ぶ

2
後

30 2 ○ ○ ○

47 ○ 簿記初級Ⅰ
財産の増減・出納を一定のしかたで記録・
計算・整理して、結果を明確にする記帳法
を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

48 ○ 簿記初級Ⅱ
財産の増減・出納を一定のしかたで記録・
計算・整理して、結果を明確にする記帳法
を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

49 ○ 簿記初級Ⅲ
財産の増減・出納を一定のしかたで記録・
計算・整理して、結果を明確にする記帳法
を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

50 ○ 簿記中級Ⅰ 商業簿記・工業簿記を学ぶ
2
前

30 2 ○ ○ ○

51 ○ 簿記中級Ⅱ 商業簿記・工業簿記を学ぶ
2
後

30 2 ○ ○ ○

52 ○ 簿記中級Ⅲ 商業簿記・工業簿記を学ぶ
2
後

30 2 ○ ○ ○

53 ○
ﾘﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞⅠ

販売技術や接客技術、在庫管理やマーケ
ティング、労務・経営管理にいたる幅広く
実践的な知識を学ぶ

12
前

30 2 ○ ○ ○

54 ○
ﾘﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞⅡ

販売技術や接客技術、在庫管理やマーケ
ティング、労務・経営管理にいたる幅広く
実践的な知識を学ぶ

12
前

30 2 ○ ○ ○

55 ○
ﾘﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞⅢ

販売技術や接客技術、在庫管理やマーケ
ティング、労務・経営管理にいたる幅広く
実践的な知識を学ぶ

12
後

30 2 ○ ○ ○

56 ○
ﾘﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞⅣ

販売技術や接客技術、在庫管理やマーケ
ティング、労務・経営管理にいたる幅広く
実践的な知識を学ぶ

12
後

30 2 ○ ○ ○

57 ○ 解剖学Ⅰ
身体の基礎となる骨格、筋肉などの軟部組
織の構造を理解し、運動指導者として必要
な解剖学的基礎知識を学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○
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58 ○ 解剖学Ⅱ

各筋肉の作用が各トレーニング種目とどの
ような関係性を持つのか、、筋肉の走行か
ら関節動作を起こすメカニズムを理解し、
どういったトレーニング種目がプログラム
できるのかを学ぶ

１
後

30 2 ○ ○ ○

59 ○ 解剖学Ⅲ 人体の構成について医学的に学ぶ。
1
後

30 2 ○ ○ ○

60 ○
ス ポ ー ツ 医
学Ⅰ

内科的スポーツ障害についての医学的基礎
知識を学ぶ。様々な障害がなぜ起こるの
か、その発生機序、そして対処方法を理論
的に学ぶ

１
前

30 2 ○ ○ ○ ○

61 ○
ス ポ ー ツ 医
学Ⅱ

スポーツ選手に多い傷害を中心に、発生機
序から予防・リスク管理について理解を深
めつつ、様々な場面での対応ができるよう
な知識を着座しての講義だけでは無く、発
生機序の理解を実習室等で、実際に体現し
ながら学習を進め、スポーツ現場で判断で
きる力を養う

１
後

30 2 ○ ○ ○ ○ ○

62 ○
ス ポ ー ツ 生
理学Ⅰ

ヒトは身体運動中にどのような生理的反応
が起こるのか？運動と反射、運動と筋肉、
運動とエネルギー代謝の関係を学ぶ

１
前

30 2 ○ ○ ○

63 ○
ス ポ ー ツ 生
理学Ⅱ

運動が骨、関節、呼吸循環、体温調節、内
分泌とどのような関連があるのか、どう影
響するのかを学び、運動処方できる知識を
学ぶ

１
後

30 2 ○ ○ ○

64 ○
ス ポ ー ツ 栄
養学Ⅰ

５大栄養素についての理解を深め、食物の
必要性と食習慣が身体に及ぼす影響を学ぶ

１
後

30 2 ○ ○ ○

65 ○
ス ポ ー ツ 心
理学Ⅰ

運動技能の心理的特性、運動と効果、運動
と知覚、運動意欲、運動場面と情動、運動
指導の心理学などを学ぶ

１
前

30 2 ○ ○ ○

66 ○
ス ポ ー ツ 心
理学Ⅱ

心理的コンディショニングがパフォーマン
スに及ぼす影響を理解し、実際のスポーツ
現場で生じる心理的現象に対応できる実践
力を身につける

１
後

30 2 ○ ○ ○

67 ○
ス ポ ー ツ 指
導論Ⅰ

指導者の役割を理解し、指導内容、指導活
動、指導上の留意点を踏まえ、各専門種目
の年間計画、日間メニューを作成する力を
身に付ける。

１
前

30 2 ○ ○ ○

68 ○
ト レ ー ニ ン
グ論

トレーニングの基本原理原則を理解し、筋
活動の収縮様式、３大負荷条件をどうよう
にプログラムするのか？機能解剖学的な観
点も踏まえ、クライアントの目的達成のた
めのトレーニング計画を作成する基礎を学
ぶ

１
前

30 2 ○ ○ ○

69 ○ 発育発達論

発育発達期の身体的、心理的特徴、ケガや
病気、そして中高年者や女性特有の障害に
ついて学ぶ。またコーディネーショント
レーニングが理論的に発育発達にどう影響
するのかを学ぶ

１
前

30 2 ○ ○ ○

70 ○
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝⅠ

アスレティックリハビリテーションの基礎
を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○
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71 ○ 救急処置法

外傷時の患部固定法・運搬法、心肺蘇生法
など救急処置の基本的知識を学び、フロー
チャートをもとに実践できる力を身に付け
る

１
後

30 2 ○ ○ ○

72 ○
ス ポ ー ツ 経
営学

日本におけるスポーツの役割と行政の動き
を理解し、スポーツ産業を取り巻く提供事
業の経営のあり方とマネジメントを現場の
状況から多角的に考察し理解する

２
後

30 2 ○ ○ ○

73 ○
ス ポ ー ツ 社
会学

現代社会におけるスポーツの役割・指導者
の役割を理解し、今後の日本のスポーツ産
業が人のライフスタイルにどのような影響
を及ぼすのかを学ぶ

２
前

30 2 ○ ○ ○

74 ○
体 力 測 定 評
価法

筋力、柔軟性、関節動揺弛緩性、ｱﾗｲﾒﾝﾄ、
身体組成の測定方法・評価方法の手順を理
解する。また整形外科的、内科的メディカ
ルチェックを基に統計分析しフィットバッ
クできる力を身につける

２
前

30 2 ○ ○ ○

75 ○
バ イ オ メ カ
ニクス

身体の動きを物理的に理解・評価し、効果
的な動きを理解する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

76 ○
ス ポ ー ツ 栄
養学Ⅱ

トレーニング効果を高める食事とは何か？
スポーツ活動における栄養の役割を理解
し、各スポーツ種目のパフォーマンスアッ
プに必要な栄養素、摂取方法、期分けにつ
いて学ぶ

２
前

30 2 ○ ○ ○

77 ○
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝⅡ

各傷害に対するリハビリテーションを学
ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

78 ○
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝⅢ

アスレティックリハビリテーションのプロ
グラミングを行う。

2
前

30 2 ○ ○ ○

79 ○
ス ポ ー ツ 医
学Ⅰ

競技スポーツ選手の身体能力の強化、好成
績を出すため身体の使い方、故障の予防、
治療などを取り扱う、総合的な専門医学分
野を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○ ○

80 ○
ス ポ ー ツ メ
ディカルⅠ

スポーツ医学を西洋的・東洋的にアプロー
チ方法が違う多角的な目線について学ぶ

1
後

30 2 ○ ○ ○

81 ○ ゼミⅠ
グループごとに研究課題を決め、アクティ
ブラーニングによって問題解決力・思考
力・行動力を養うことを目的とする

2
前

30 2 ○ ○ ○

82 ○ ゼミⅡ
グループごとに研究課題を決め、アクティ
ブラーニングによって問題解決力・思考
力・行動力を養うことを目的とする

2
後

30 2 ○ ○ ○

83 ○
テ ー ピ ン グ
Ⅰ(足関節)

解剖学的観点から、傷害発生率が非常に高
い足関節の内反捻挫のテーピング技術を学
ぶ。機能性、巻く時間、見た目を重視する
授業展開とする

１
前

30 2 ○ ○ ○

84 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅰ

身体運動の効果を十分に上げるための諸要
素を学ぶ。その中でも、柔軟性トレーニン
グが及ぼす身体活動の変化を筋の構造と機
能を理解したうえで実践に結びつける

１
前

30 2 ○ ○ ○ ○
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85 ○
ト レ ー ニ ン
グ実習

ラダーやミニハードル、バランスボールな
どのフィットネス器具を用い、理論を交え
使用方法を学び、クライアントにデモンス
トレーションできる力を養う。また、個々
にあったトレーニングプログラムを作成で
きる力を身につける。

１
前

30 2 ○ ○ ○

86 ○
ト レ ー ニ ン
グ実技Ⅰ

筋肉の機能・関節の構造からトレーニング
指導の基本を習得し、ウェイトトレーニン
グのフォーム・重さ・回数・セット数・テ
ンポなどの変数の違いやシステムによる効
果の違いを実践を通して学ぶ

１
通

60 4 ○ ○ ○ ○

87 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅱ

競技スポーツにおいて勝つためのすべての
準備を「コンディショニング」ととらえ
て、競技者、チームに対するコンディショ
ニングとはどのようなことを学び、その方
法を実際に体験する。

１
後

30 2 ○ ○ ○ ○

88 ○
体 力 測 定 評
価実習

スピード・アジリティ・間欠的能力・有酸
素能力といったフィールドテストを実践を
通して学ぶ。また測定方法・評価方法を学
び統計分析しフィードバックできる力を身
につける

２
後

30 2 ○ ○ ○

89 ○
ト レ ー ニ ン
グ実技Ⅱ

ラダーやミニハードル、バランスボールな
どのフィットネス器具を用い、理論を交え
使用方法を学び、クライアントにデモンス
トレーションできる力を養う。また、個々
にあったトレーニングプログラムを作成で
きる力を身につける。

２
通

60 4 ○ ○ ○ ○

90 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅰ

バスケットボール実技を基礎から応用まで
実践的に行う。1年を通して大会があるた
め、実技の成果を試合にて発揮できるか、
結果を出すため実技授業にて「勝負」に対
して厳しく、試合をイメージして授業に臨
めているか、または環境作りをしていく。
そして、チームの約束事やルールを理解し
実践していく。

1
年
通
年

120 8 ○ ○ ○

91 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅱ

バスケットボール実技を基礎から応用まで
実践的に行う。1年を通して大会があるた
め、実技の成果を試合にて発揮できるか、
結果を出すため実技授業にて「勝負」に対
して厳しく、試合をイメージして授業に臨
めているか、または環境作りをしていく。
そして、チームの約束事やルールを理解し
実践していく。

1
年
通
年

120 8 ○ ○ ○

92 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅲ

バスケットボール実技を基礎から応用まで
実践的に行う。1年を通して大会があるた
め、実技の成果を試合にて発揮できるか、
結果を出すため実技授業にて「勝負」に対
して厳しく、試合をイメージして授業に臨
めているか、または環境作りをしていく。
そして、チームの約束事やルールを理解し
実践していく。

1
年
通
年

120 8 ○ ○ ○
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93 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅳ

バスケットボール実技を基礎から応用まで
実践的に行う。1年を通して大会があるた
め、実技の成果を試合にて発揮できるか、
結果を出すため実技授業にて「勝負」に対
して厳しく、試合をイメージして授業に臨
めているか、または環境作りをしていく。
そして、チームの約束事やルールを理解し
実践していく。

1
年
通
年

120 8 ○ ○ ○

94 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅴ

バスケットボール実技を基礎から応用まで
実践的に行う。1年を通して大会があるた
め、実技の成果を試合にて発揮できるか、
結果を出すため実技授業にて「勝負」に対
して厳しく、試合をイメージして授業に臨
めているか、または環境作りをしていく。
そして、チームの約束事やルールを理解し
実践していく。

1
年
通
年

120 8 ○ ○ ○

95 ○
ル ー ル ・ レ
フリング

＊ルールに対する正しい知識を学び、バス
ケットボール技術の理解や習得に繋げる。
＊日本公認ライセンスの取得を希望する学
生への対策として、他連盟へ協力を依頼し
各大会
に学生を派遣して実践指導をする。
＊国内主要大会に携わる立場として、学生
に対してリアル・タイムで現在のバスケッ
トボールに関わる情報を発信する。
＊学生の要望や進路実現に向けコース長と
連携を図り、柔軟性を持って授業を展開し
たい。

1
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

96 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅰ

ウォーミングアップやクーリングダウンの
必要性や知識の学習、体力向上につながる
フィットネステストの必要性、各種目にお
けるコンディショニング方法の違いを学
び、視野の広いコンディショニングができ
るようにする

1
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

97 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅱ

ウォーミングアップやクーリングダウンの
必要性や知識の学習、体力向上につながる
フィットネステストの必要性、各種目にお
けるコンディショニング方法の違いを学
び、視野の広いコンディショニングができ
るようにする

1
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

98 ○
ト レ ー ニ ン
グ実技Ⅰ

バスケットボールに求められる、肉体的・
精神的な面にアプローチをし、競技力、人
間性を高める。トレーニング前期は体重と
同じKgをベンチで上げるトレーニング後期
は体重の1.5倍のKgをベンチで上げる

1
年
前
期

30 2 ○ ○ ○ ○

99 ○
ト レ ー ニ ン
グ実技Ⅱ

バスケットボールに求められる、肉体的・
精神的な面にアプローチをし、競技力、人
間性を高める。トレーニング前期は体重と
同じKgをベンチで上げるトレーニング後期
は体重の1.5倍のKgをベンチで上げる

1
年
後
期

30 2 ○ ○ ○ ○
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100 ○
ト レ ー ニ ン
グ実技Ⅲ

バスケットボールに求められる、肉体的・
精神的な面にアプローチをし、競技力、人
間性を高める。トレーニング前期は体重と
同じKgをベンチで上げるトレーニング後期
は体重の1.5倍のKgをベンチで上げる

2
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

101 ○
ト レ ー ニ ン
グ実技Ⅳ

バスケットボールに求められる、肉体的・
精神的な面にアプローチをし、競技力、人
間性を高める。トレーニング前期は体重と
同じKgをベンチで上げるトレーニング後期
は体重の1.5倍のKgをベンチで上げる

2
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

102 ○
エ ア ロ ビ ク
ス

リズム感を養いバスケットボールの技術向
上に繋げる。
グループ発表を行うことを最終目標としす
る。

1
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

103 ○ ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞⅠ

各関節におけるテーピング技術の習得。
正確さ・早さに重点を起き、実技テストの
評価のみで課程を修業とする。
各テーピングでの実技テストで及第点を取
らない場合、テーピングⅠコースを修業
と見做さない。

1
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

104 ○
ス ポ ー ツ
マ ッ サ ー ジ
Ⅰ

運動器の機能、解剖のメカニズムを理解し
スポーツマッサージの技能を実技によりマ
スターする。

2
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

105 ○
ス ポ ー ツ
マ ッ サ ー ジ
Ⅱ

生徒同士で、施術者と患者を想定し、マッ
サージを行います。その中で、各部位にあ
る筋肉を実際に触って覚え、筋肉ごとに適
した刺激量・刺激方法の獲得を目指す。

2
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

106 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅰ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
1
前

60 4 ○ ○ ○

107 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅱ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
1
前

60 4 ○ ○ ○

108 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅲ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
1
後

60 4 ○ ○ ○

109 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅳ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
1
後

60 4 ○ ○ ○

110 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅴ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
2
前

60 4 ○ ○ ○

111 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅵ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
2
前

60 4 ○ ○ ○
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112 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅶ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
2
後

60 4 ○ ○ ○

113 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅷ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
2
後

60 4 ○ ○ ○

114 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅰ

さまざまな競技におけるコンディショニン
グについて、その競技、あるいは種別ごと
に特徴を理解し、自ら計画を立てられる力
を養う

1
前

30 2 ○ ○ ○

115 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅱ

さまざまな競技におけるコンディショニン
グについて、その競技、あるいは種別ごと
に特徴を理解し、自ら計画を立てられる力
を養う

1
後

30 2 ○ ○ ○

116 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅲ

さまざまな競技におけるコンディショニン
グについて、その競技、あるいは種別ごと
に特徴を理解し、自ら計画を立てられる力
を養う

2
前

30 2 ○ ○ ○

117 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅳ

さまざまな競技におけるコンディショニン
グについて、その競技、あるいは種別ごと
に特徴を理解し、自ら計画を立てられる力
を養う

2
後

30 2 ○ ○ ○

118 ○
ト レ ー ニ ン
グⅠ

安全で効果的なトレーニングを実施するた
めの原理・原則を理解する。
体力測定や各種トレーニングの実施から、
トレーニングプログラム作成の実際につい
て学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

119 ○
ト レ ー ニ ン
グⅡ

安全で効果的なトレーニングを実施するた
めの原理・原則を理解する。
体力測定や各種トレーニングの実施から、
トレーニングプログラム作成の実際につい
て学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

120 ○
ト レ ー ニ ン
グⅢ

安全で効果的なトレーニングを実施するた
めの原理・原則を理解する。
体力測定や各種トレーニングの実施から、
トレーニングプログラム作成の実際につい
て学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

121 ○
ト レ ー ニ ン
グⅣ

安全で効果的なトレーニングを実施するた
めの原理・原則を理解する。
体力測定や各種トレーニングの実施から、
トレーニングプログラム作成の実際につい
て学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

122 ○
Ａ Ｔ 理 論 試
験講座Ⅰ

アスレティックトレーナー客観式試験の合
格を目指し授業を行う。

1
後

30 2 ○ ○ ○

123 ○
Ａ Ｔ 理 論 試
験講座Ⅱ

アスレティックトレーナー客観式試験の合
格を目指し授業を行う。

2
前

60 4 ○ ○ ○

124 ○
Ａ Ｔ 理 論 試
験講座Ⅲ

アスレティックトレーナー客観式試験の合
格を目指し授業を行う。

2
後

90 6 ○ ○ ○
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125 ○
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰ
ﾅｰ概論

アスレティックトレーナーの役割について
学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

126 ○ ＡＴ演習
アスレティックトレーナー業界について学
ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

127 ○
コ ン デ ィ
シ ョ ニ ン グ
Ⅲ

さまざまな競技におけるコンディショニン
グについて、その競技、あるいは種別ごと
に特徴を理解し、自ら計画を立てられる力
を養う

2
後

30 2 ○ ○ ○

128 ○
ス ポ ー ツ 指
導 者 基 礎 理
論Ⅰ

日本トレーニング指導者協会のトレーニン
グ指導者試験に向けて、基礎理論を学ぶ

１
前

30 2 ○ ○ ○

129 ○
ス ポ ー ツ 指
導 者 基 礎 理
論Ⅱ

日本トレーニング指導者協会のトレーニン
グ指導者試験に向けて応用理論を学ぶ

１
後

30 2 ○ ○ ○

130 ○
ス ポ ー ツ 指
導論Ⅱ

スポーツ指導者としての基礎的な知識と実
践を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

131 ○
ト レ ー ニ ン
グ科学

動作改善指導に必要な着眼点と考え方を学
び、現場での応用力を身に付ける。スポー
ツ障害発生の予防、技術・成績の向上に不
可欠な様々なトレーニング効果を生む指導
法を学ぶ

２
通

60 4 ○ ○ ○ ○

132 ○
ス ポ ー ツ 医
学Ⅲ

スポーツ活動時に発生する整形外科的傷害
について理解を深める。

2
前

30 2 ○ ○ ○

133 ○
ス ポ ー ツ 医
学Ⅳ

スポーツ医学の内科関連分野における幅広
い知識を身につける。

2
前

30 2 ○ ○ ○

134 ○
ス ポ ー ツ 医
学Ⅴ

スポーツ活動時に発生する整形外科的傷害
について理解を深める。

2
後

30 2 ○ ○ ○

135 ○
ト レ ー ナ ー
特論

競技種目を体力特性、動作特性、競技特性
など多方面から理解し、アスレティックト
レーニングの指導時に実践できる知識を学
ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

136 ○
ス ポ ー ツ 栄
養学Ⅲ

スポーツの現場で、実際に選手が必要な栄
養をとるために何をどれくらい食べればよ
いかを指導できる知識と技術を身につける

2
後

30 2 ○ ○ ○

137 ○ 身体評価学

全身から各部位へ視診・触診でアライメン
ト評価して傷害を予測し、さらに的確にス
トレステストを行って傷害を確定できる能
力を身につける。

1
前

30 2 ○ ○ ○

138 ○
ト レ ー ニ ン
グ指導者論

トレーニング指導者認定試験模擬問題集を
参考に試験対策をおこなう。

2
後

30 2 ○ ○ ○
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139 ○ 生涯健康論

中年期における生活習慣病予防、高齢期に
おける介護予防（老年症候群予防）などに
関連するトピックスをとりあげ、支援に必
要な基礎知識と実践方法について学習する

２
前

30 2 ○ ○ ○

140 ○ 運動処方論
生活習慣病，メタボリックシンドローム，
ロコモティブシンドローム，認知機能向上
に対する適切な運動療法について理解する

２
後

30 2 ○ ○ ○

141 ○
健 康 運 動 実
践 指 導 者 試
験講座

健康運動実践指導者筆記試験に向けて、テ
スト形式で出題と解説を繰り返しレベル
アップを図る

２
後

30 2 ○ ○ ○

142 ○
ボ デ ィ メ イ
ク理論

食べる力を高めることで心と体の両面から
の健康を追究し、クライアントの目的に応
じた食育指導の実践能力を高める

２
後

30 2 ○ ○ ○

143 ○
Ｃ Ｐ Ｔ 試 験
講座

ＮＳＣＡ-ＣＰＴ試験に向けて、パーソナ
ルトレーナーの基礎知識全般を各単元に分
け、問題形式で試験への対策を目的とする

１
前

60 4 ○ ○ ○

144 ○
プ ロ グ ラ ミ
ング

クライアント個々の現状を把握して、どの
ようなトレーニングが適切か、どれくらい
のボリュームで行うべきかを分析し、実際
にﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾒﾆｭｰを作成する力を身に付ける

２
後

30 2 ○ ○

145 ○
パーソナルﾄ
ﾚｰﾅｰ概論

個々の目的に応じたトレーニングプログラ
ムを作成するため、動作分析・生理学的分
析・傷害分析の理解を深め、解剖学的・運
動生理学的観点から個々に必要なトレーニ
ング種目や負荷条件の設定方法を学ぶ。

１
後

30 2 ○ ○

146 ○
運 動 動 作 療
育

ノルディックウォーキングやニュースポー
ツなどの高齢者スポーツを、運動の特性や
効果を理解した上で実践活動し体感する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

147 ○
介 護 予 防 運
動概論Ⅰ

介護予防のシステムや成り立ち、仕組みを
理解し、運動が介護予防にどうつながるの
かを学ぶ。また、運動面だけでなく様々な
要因からサポートする必要性があることを
理解する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

148 ○
介 護 予 防 運
動概論Ⅱ

高齢者特有の疾患、運動特性を理解し、
個々に適した運動プログラムを作成できる
力を身に付ける

２
前

30 2 ○ ○ ○

149 ○
障 が い 者 ス
ポーツ概論

障害の種類や程度を理解し、それぞれに適
したスポーツやレクリエーションを提供で
きる仕組みや社会環境にについて学ぶ

２
後

30 2 ○ ○ ○

150 ○
エ ア ロ ビ ク
ス理論

現場での様々な参加者に応じた、安全で効
果的な有酸素運動のプログラム作成と指導
が出来るように、エアロビクスの理論を通
して身体の運動メカニズムを学ぶ

２
通

60 4 ○ ○ ○

151 ○ 水泳特論
公認水泳指導員資格取得のための水泳基礎
学を学ぶ。水泳の歴史や、安全対策、４泳
法の指導法を理論的に学ぶ

２
後

30 2 ○ ○ ○

152 ○
ﾌｨｯﾄﾈｽﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ論

フィットネス業界の現状を知り、今後の業
界発展のために、どのようなマネジメント
が必要なのか？をディスカッション方式で
学び、就職後の企画運営力を高める

２
前

30 2 ○ ○ ○ ○
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153 ○ 解剖学Ⅰ
身体の基礎となる骨格、筋肉などの軟部組
織の構造を理解し、運動指導者として必要
な解剖学的基礎知識を学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○

154 ○ 解剖学Ⅱ

各筋肉の作用が各トレーニング種目とどの
ような関係性を持つのか、、筋肉の走行か
ら関節動作を起こすメカニズムを理解し、
どういったトレーニング種目がプログラム
できるのかを学ぶ

１
後

30 2 ○ ○ ○

155 ○
ス ポ ー ツ 医
学Ⅰ

競技スポーツ選手の身体能力の強化、好成
績を出すため身体の使い方、故障の予防、
治療などを取り扱う、総合的な専門医学分
野を学ぶ。

１
前

30 2 ○ ○ ○ ○

156 ○
ス ポ ー ツ 医
学Ⅱ

競技スポーツ選手の身体能力の強化、好成
績を出すため身体の使い方、故障の予防、
治療などを取り扱う、総合的な専門医学分
野を学ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○

157 ○
ス ポ ー ツ 生
理学Ⅰ

運動中の身体の生理的な反応について学
ぶ。

１
前

30 2 ○ ○ ○

158 ○
ス ポ ー ツ 生
理学Ⅱ

運動中の身体の生理的な反応について学
ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○

159 ○
ス ポ ー ツ 栄
養学Ⅰ

スポーツに求められる栄養素の摂取と反応
について学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

160 ○
ス ポ ー ツ 栄
養学Ⅱ

スポーツに求められる栄養素の摂取と反応
について学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

161 ○
ス ポ ー ツ 心
理学Ⅰ

スポーツに関する精神的領域を対象とする
学問。運動とストレスの関係など諸問題を
研究する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

162 ○
ス ポ ー ツ 心
理学Ⅱ

スポーツに関する精神的領域を対象とする
学問。運動とストレスの関係など諸問題を
研究する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

163 ○
ス ポ ー ツ 指
導論Ⅰ

スポーツ指導についての正しい知識と効果
的な指導法についの理解を深める

2
前

30 2 ○ ○ ○

164 ○
ス ポ ー ツ 指
導論Ⅱ

スポーツ指導についての正しい知識と効果
的な指導法についの理解を深める

2
後

30 2 ○ ○ ○

165 ○
ス ポ ー ツ 経
営学

科学的な経営手法を用いて、スポーツがも
たらす様々な便益を人々が享受し、豊かな
スポーツ生活を実現するための組織的活動
の原理原則を学ぶ

2
後

30 2 ○ ○ ○

166 ○
ス ポ ー ツ 社
会学

科学的な経営手法を用いて、スポーツがも
たらす様々な便益を人々が享受し、豊かな
スポーツ生活を実現するための組織的活動
の原理原則を学ぶ

2
前

30 2 ○ ○ ○
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167 ○
ト レ ー ニ ン
グ論

安全で効果的なトレーニングを実施するた
めの原理・原則を理解する。
体力測定や各種トレーニングの実施から、
トレーニングプログラム作成の実際につい
て学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

168 ○
発 育 発 達 論
Ⅰ

誕生から乳児期、幼児期、学童期、思春期
を経て、からだが完成する時期に関するか
らだの加齢変化を主に形態から理解する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

169 ○
発 育 発 達 論
Ⅱ

誕生から乳児期、幼児期、学童期、思春期
を経て、からだが完成する時期に関するか
らだの加齢変化を主に形態から理解する。

30 2 ○ ○ ○

170 ○
生 涯 学 習
論 ・ 運 動 処
方論

健康増進，体力の維持増強や治療の目的を
もって身体運動の強度，持続時間，頻度な
どを示すことができるようになる。

1
前

30 2 ○ ○ ○

171 ○
バ イ オ メ カ
ニクス

生物の構造や運動を力学的に探求したり、
その結果を応用したりすることを学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○

172 ○
ス ポ ー ツ 概
論Ⅰ

未開講 30 2

173 ○
ス ポ ー ツ 概
論Ⅱ

未開講 30 2

174 ○
ス ポ ー ツ 概
論 Ⅲ （ 特
講）

未開講 30 2

175 ○
ス ポ ー ツ 概
論 Ⅳ （ 特
講）

未開講 30 2

176 ○ 戦術論Ⅰ
サッカーの試合で戦いに勝利する為の方策
について学ぶ

1
全

60 4 ○ ○ ○

177 ○ 戦術論Ⅱ
サッカーの試合で戦いに勝利する為の方策
について学ぶ

2
全

60 4 ○ ○ ○

178 ○ CPT概論

CPT合格を目指し、教科書に沿った内容で
テストに出題されるところを
おさえていく。基本的には、毎回予習課題
を出し、教科書を見る癖をつけるように
する。ビデオ問題に向け、実技も実施する
ことで動きを確認し、対策を行う。
テストの対策だけでなく、現場でも実践で
きるような技術も勉強する。

1
年
後
期

30 2 ○ ○ ○
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179 ○ CPT演習

＊ルールに対する正しい知識を学び、バス
ケットボール技術の理解や習得に繋げる。
＊日本公認ライセンスの取得を希望する学
生への対策として、他連盟へ協力を依頼し
各大会に学生を派遣して実践指導をする。
＊国内主要大会に携わる立場として、学生
に対してリアル・タイムで現在のバスケッ
トボールに関わる情報を発信する。
＊学生の要望や進路実現に向けコース長と
連携を図り、柔軟性を持って授業を展開し
たい。

2
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

180 ○ 保育士演習 未開講

1
年
後
期

60 4

181 ○
介 護 初 任 者
研修演習

未開講

1
年
後
期

30 2

182 ○
幼 児 体 育
Ⅰ・Ⅱ

幼児の身体的特徴、成長曲線を理解した上
での体育活動について学ぶ

1
後

60 4 ○ ○ ○

183 ○
幼 児 体 育
Ⅲ・Ⅳ

未開講 60 4

184 ○
ス ポ ー ツ メ
ディカルⅡ

未開講 30 2

185 ○
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝ

社会復帰のレベルからさらに競技復帰レベ
ルまでを考えて行っていくリハビリテー
ションを学ぶ

1
後

30 2 ○ ○ ○

186 ○ ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ

スポーツ選手が負傷を予防、もしくは負傷
した部位の悪化を防止するために、関節、
筋肉などにテープを巻いて固定する方法を
学ぶ

1
後

30 2 ○ ○ ○

187 ○
ﾛｼﾞｶﾙｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ

「明快でわかりやすく」かつ「論理的で正
確な」コミュニケーションのこと。 この
スキルの身につけ方を学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○

188 ○
ｸﾗﾌﾞﾏﾈｰｼﾞﾒﾝ
ﾄⅠ

ｸﾗﾌﾞﾁｰﾑを運営する上で必要な知識等を学
ぶ

2
前

30 2 ○ ○ ○

189 ○
ｸﾗﾌﾞﾏﾈｰｼﾞﾒﾝ
ﾄⅡ

ｸﾗﾌﾞﾁｰﾑを運営する上で必要な知識等を学
ぶ

2
後

30 2 ○ ○ ○

190 ○
ｽﾎﾟｰﾂﾒﾃﾞｨｽﾝ
Ⅰ

ｽﾎﾟｰﾂを取り巻く医療分野の中で西洋医学
のみでは無く、東洋医学も含めた医療内容
を学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○

191 ○
ｽﾎﾟｰﾂﾒﾃﾞｨｽﾝ
Ⅱ

ｽﾎﾟｰﾂを取り巻く医療分野の中で西洋医学
のみでは無く、東洋医学も含めた医療内容
を学ぶ

1
後

30 2 ○ ○ ○
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192 ○
ﾄ ﾚ ｰ ﾅ ｰ 特 論
Ⅰ・Ⅱ

ﾄﾚｰﾅｰに関する知識・技能を幅広く学ぶ
12
全

60 2 ○ ○ ○

193 ○
ﾄ ﾚ ｰ ﾅ ｰ 特 論
Ⅲ・Ⅳ

ﾄﾚｰﾅｰに関する知識・技能を幅広く、深く
学ぶ

12
全

60 2 ○ ○ ○

194 ○
テ ー ピ ン グ
Ⅱ

スポーツ現場で使えるテーピングの応用を
学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

195 ○ ＣＦＳＣ
ファンクショナルトレーニングの哲学・理
論・実技を習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

196 ○
物 理 療 法 概
論

コンディショニング、アスレティックリハ
ビリテーションで使われる物理療法などを
実際に体験する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

197 ○
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝⅣ

アスレティックリハビリテーションのプロ
グラミング内容を指導する。

2
後

30 2 ○ ○ ○

198 ○ 触診Ⅰ
骨・筋等の解剖学の知識を中心に整理し、
骨指標、筋の形状や走行、硬さ等を確認し
習得を目指す。

1
後

30 2 ○ ○ ○

199 ○ 触診Ⅱ
骨指標および体表から確認できる筋群の触
診の実技を中心に進める。

2
前

30 2 ○ ○ ○

200 ○
フ ィ ッ ト ネ
ス エ ク サ サ
イズ

健康体力増進のためのエアロビックダンス
エクササイズを正しい姿勢、正しい動きで
実践できる力を養う。そして、効果的で安
全なプログラム作成の基礎知識を学ぶ

１
前

30 2 ○ ○ ○

201 ○ 水泳

競泳４泳法において、完成までの一連のプ
ログラムを実践することで水泳理論を学
ぶ。また水中運動に関わる様々なプログラ
ムを体験する

１
通

60 4 ○ ○ ○

202 ○
ｽﾄﾚﾝｸﾞｽ＆ｺﾝ
ﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ実
習

柔軟性トレーニング・スタビリティトレー
ニング・プライオメトリクストレーニング
の理論を理解し、実践を通して運動プログ
ラムの手法を学ぶ

１
後

30 2 ○ ○ ○

203 ○
ピ ラ テ ィ ス
実践

ピラティスエクササイズの理論を理解し、
まず自分自身が見本を見せれる動きを習得
する。その後、個々のクライアントに対し
てのプログラミングを学び、指導・コミュ
ニケーションスキルを高める

２
通

60 4 ○ ○ ○

204 ○
グ ル ー プ 指
導実践

指導現場における多様化されたグループ指
導プログラムに対応するための授業。グ
ループエクササイズ指導に必要なホスピタ
リティ、リーダーシップを理解し、健常成
人・発育、発達期・高齢者など対象レベル
に応じたプログラムの作成、実践を行う

２
後

30 2 ○ ○ ○

205 ○
パ ー ソ ナ ル
ト レ ー ナ ー
実技

未開講 30 2
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206 ○ 傷害評価法
身体の各関節におけるＲＯＭ、ＭＭＴ、
SpecialTesｔの基本的手法、流れを学び傷
害評価に必要な手技を学ぶ

２
前

30 2 ○ ○ ○

207 ○

フ ァ ン ク
シ ョ ナ ル ト
レ ー ニ ン グ
実践

移行的動作評価(オーバーヘッドスクワッ
ト・シングルレッグスクワットｅｔｃ)の
目的、動作手順、評価方法・評価基準を理
解し、クライアントの動作の問題点を正し
く抽出しできる手法を学ぶ

２
前

30 2 ○ ○ ○

208 ○
ス ポ ー ツ
マッサージ

マッサージのの目的、効果を理解し、軽擦
法・強擦法・揉捏法・叩打法などの様々な
手技と手順を実践を通して習得する

２
前

30 2 ○ ○ ○

209 ○
福 祉 レ ク リ
エーション

高齢者施設の対象者に対して、ゲームや
歌、集団遊びを効果的に活用し、「集団を
リードする」「コミュニケーションを促進
する」「楽しい空間をつくる」など、対象
や目的に合わせてプログラムを企画・展開
できる力を養う

２
前

30 2 ○ ○ ○

210 ○
メ デ ィ カ ル
ト レ ー ナ ー
実践

高齢者施設への介護予防運動現場実習に向
けて、運動プログラムの企画、運営、参加
者募集方法などを考案し、実践指導に向け
ての準備を行う。また実習先へ企画のプレ
ゼンテーションを行う

２
前

30 2 ○ ○ ○

211 ○
介 護 予 防 運
動実践

介護予防運動の基本計画をもとに、運動プ
ログラムの実践活動を行う。その活動の中
で修正を加え、オリジナルプログラムを作
成する

２
後

30 2 ○ ○ ○

212 ○
レ ッ ド コ ー
ド演習

レッドコードの目的、効果を理解し、機能
的な神経筋トレーニング、スポーツパ
フォーマンスの向上、リハビリテーション
といった目的に対して、効果的な運動プロ
グラムを作成できる力を身に付ける

２
後

30 2 ○ ○ ○

213 ○ 水泳指導法

水泳指導員に必要な競泳４泳法の指導テク
ニックを学ぶ。各泳法でよく見られる問題
点に対しての改善方法、指導ポイントを実
践を通して学ぶ

２
通

60 4 ○ ○ ○

214 ○
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ(生
涯ｽﾎﾟｰﾂ)

子どもに対してゲームや歌、集団遊びやス
ポーツといったアクティビティを効果的に
活用し、「集団をリードする」「コミュニ
ケーションを促進する」「楽しい空間をつ
くる」など、対象や目的に合わせてプログ
ラムを企画・展開できる力を養う

１
後

30 2 ○ ○ ○

215 ○
幼 児 体 育 実
践Ⅰ

未開講 30 2

216 ○
幼 児 体 育 実
践

キッドビクスプログラムの中の根幹である
アクティビティ・プレイ＆フィットネスエ
クササイズについて、自身でプログラムを
体感し、子どもたちへのフィットネスエク
ササイズプログラム作成の基礎を学ぶ

２
通

60 4 ○ ○ ○

217 ○
エ ア ロ ビ ク
ス理論

リズム感を養いバスケットボールの技術向
上に繋げる。
グループ発表を行うことを最終目標としす
る。

２
通

60 4 ○ ○ ○
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218 ○
ス ポ ー ツ 指
導 法 ( バ
レー)

未開講 30 2

219 ○
こ ど も と 体
育

遊びフィットネスの運動プログラムを作成
し、からだと道具を使ったコラボレーショ
ンプログラムをプレゼンテーションできる
力を身に付ける

２
前

30 2 ○ ○ ○ ○

220 ○
ス タ ジ オ エ
ク サ サ イ ズ
実践

健康・体力づくりを目的とした様々なエク
ササイズを体験し、それぞれの運動の特徴
や内容を理解するとともに、指導者として
必要な体力の向上を目指す

１
通

60 4 ○ ○ ○

221 ○

ア ク ア
ウ ォ ー キ ン
グ エ ク サ サ
イズ

水の特性と水中運動の効果を実技を通じて
理解を深める。水中でのウォーキングエク
ササイズ・レジスタンスエクササイズの指
導テクニックを身に付ける

１
後

30 2 ○ ○ ○

222 ○
ｱｸｱﾋﾞｸｽｴｸｻｻ
ｲｽﾞ

アクアダンスの基本動作と強度変換方法を
理解し、実践を通してコンディショニング
プログラムの作成・指導テクニックを学ぶ

２
前

30 2 ○ ○ ○

223 ○
エ ア ロ ビ ク
ス実技

常に指導現場の現状・新しい情報を取り入
れ、幅広い年齢層の目的に応じたエアロビ
クス指導技術を身につける

２
通

60 4 ○ ○ ○

224 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅵ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
２
通

120 8 ○ ○ ○

225 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅶ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
２
通

120 8 ○ ○ ○

226 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅷ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
２
通

120 8 ○ ○ ○

227 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅸ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
２
通

120 8 ○ ○ ○

228 ○
ス ポ ー ツ 実
技Ⅹ

個人技術・個人戦術を実技を通して学ぶ
２
通

120 8 ○ ○ ○

229 ○ 指導法Ⅰ
ｽﾎﾟｰﾂの指導者についての指導技術につい
て実技を通して学ぶ

1
前

60 4 ○ ○ ○

230 ○ 指導法Ⅱ
ｽﾎﾟｰﾂの指導者についての指導技術につい
て実技を通して学ぶ

1
前

60 4 ○ ○ ○

231 ○ 指導法Ⅲ
ｽﾎﾟｰﾂの指導者についての指導技術につい
て実技を通して学ぶ

1
後

60 4 ○ ○ ○

232 ○ 指導法Ⅳ
ｽﾎﾟｰﾂの指導者についての指導技術につい
て実技を通して学ぶ

1
後

60 4 ○ ○ ○
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233 ○
指 導 法 実 践
Ⅰ

ｽﾎﾟｰﾂ指導技術を実際の指導現場同様に実
践し学ぶ

2
前

60 4 ○ ○ ○

234 ○
指 導 法 実 践
Ⅱ

ｽﾎﾟｰﾂ指導技術を実際の指導現場同様に実
践し学ぶ

2
後

60 4 ○ ○ ○

235 ○ 審判法Ⅱ 競技スポーツの審判方法について学ぶ。
1
全

120 8 ○ ○ ○

236 ○ 審判法Ⅲ 競技スポーツの審判方法について学ぶ。
2
全

60 4 ○ ○ ○

237 ○
チ ー ム 戦 術
Ⅰ

チーム戦術を実技を通して学ぶ
1
前

60 4 ○ ○ ○

238 ○
チ ー ム 戦 術
Ⅱ

チーム戦術を実技を通して学ぶ
1
後

60 4 ○ ○ ○

239 ○
チ ー ム 戦 術
Ⅲ

チーム戦術を実技を通して学ぶ
2
前

60 4 ○ ○ ○

240 ○
チ ー ム 戦 術
Ⅳ

チーム戦術を実技を通して学ぶ
2
後

60 4 ○ ○ ○

241 ○ 現場実習Ⅰ
学校指定のパーソナルジム・介護予防運動
施設・フィットネスジム等の健康増進施設
にて１２０時間の現場実習

１
通

60 4 ○ ○

242 ○ 現場実習Ⅱ
学生個々で実習希望先を決め、個々の指導
技術レベル、実習経験をもとに１５日間の
指導実習を行う

２
通

60 4 ○ ○

243 ○
社 会 体 育 実
習

１年次はキャンプ・スキー・ピラティス研
修から選択、２年次はキャンプ・スノー
ボード・ヨガ研修から選択し、各指導者資
格取得を目指す

１
２
通

120 8 ○ ○

244 ○ 基礎実習 校外のスポーツ施設において学ぶ
1
全

30 2 ○ ○ ○

245 ○ 専門実習
校外のスポーツ施設においてかつ、興味あ
る分野に特化して学ぶ

2
全

30 2 ○ ○ ○

246 ○ 現場実習Ⅲ
各種目の様々な指導現場で実践的な指導法
を身をもって体験する。

2
前

60 4 ○ ○ ○ ○

247 ○ 現場実習Ⅳ
各種目の様々な指導現場で実践的な指導法
を身をもって体験する。

2
後

60 4 ○ ○ ○ ○
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248 ○
ル ー ル ・ レ
フ リ ン グ 実
習Ⅰ

競技スポーツの審判方法について学ぶ。
1
前

30 2 ○ ○ ○

249 ○
ルールﾚﾌ ﾘ ﾝ
ｸﾞ実習Ⅱ

＊ルールに対する正しい知識を学び、バス
ケットボール技術の理解や習得に繋げる。

2
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

250 ○ 運営実習Ⅰ
プロスポーツの現場に行き、運営実習を行
う。
自分で考え行動する力をつける。

1
年

30 2 ○ ○ ○

251 ○ 運営実習Ⅱ
プロスポーツの現場に行き、運営実習を行
う。
自分で考え行動する力をつける。

2
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

252 ○ 現場実習Ⅰ
インターン活動で、会社に自分をアピール
するのと同時に様々なスキルを獲得する。

1
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

253 ○ 現場実習Ⅱ
インターン活動で、会社に自分をアピール
するのと同時に様々なスキルを獲得する。

2
年
後
期

30 2 ○ ○ ○

254 ○
指 導 者 実 習
Ⅰ

校外の指導現場にて指導を行い学ぶ
2
全

30 2 ○ ○ ○

255 ○
指 導 者 実 習
Ⅱ

校外の指導現場にて指導を行い学ぶ
2
全

30 2 ○ ○ ○

256 ○ 海外研修
海外の環境・文化・生活を実際に足を運び
学び取る

2
全

30 2 ○ ○ ○

257 ○ 基礎実習Ⅱ 校外のスポーツ施設において学ぶ
1
全

60 4 ○ ○ ○

258 ○ 基礎実習Ⅲ 校外のスポーツ施設において学ぶ
1
全

30 2 ○ ○ ○

259 ○ 基礎実習Ⅳ 校外のスポーツ施設において学ぶ
1
全

60 4 ○ ○ ○

260 ○ 専門実習Ⅱ
校外のスポーツ施設においてかつ、興味あ
る分野に特化して学ぶ

2
全

60 4 ○ ○ ○

261 ○ 専門実習Ⅲ
校外のスポーツ施設においてかつ、興味あ
る分野に特化して学ぶ

2
全

30 2 ○ ○ ○

262 ○ 海外研修Ⅰ
海外の環境・文化・生活を実際に足を運び
学び取る

12
全

30 2 ○ ○ ○
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263 ○ 海外研修Ⅱ
海外の環境・文化・生活を実際に足を運び
学び取る

12
全

30 2 ○ ○ ○

263

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
規定の出席率をみたし、指定された単位数を修得し、卒業判定会議
で審査し、校長が認定したものとする。

履修方法： 規定の出席率(60％以上)と評価基準(60点以上)を取得する

合計 科目 1860 単位（単位時間）


